
＜題字＞岡部理事長

員
寺
院
に
届
い
て
い
な

い
状
況
を
解
決
す
る
た

め
、
会
員
名
簿
を
基
に

し
て
、
発
送
物
を
各
会

員
寺
院
に
直
接
お
送
り

す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

パ
ゴ
ダ
修
繕
に
つ
い
て
は
、
「
パ
ゴ
ダ
検
討
委

員
会
」
（
理
事
で
構
成
）
を
立
ち
上
げ
、
修
繕
の

み
な
ら
ず
、
今
後
の
在
り
方
を
含
め
、
全
体
的
に

協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
か

ら
の
、
ご
意
見
も
出
し
て
頂
き
た
い
と
希
望
し
ま

す
。

　

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日
、
公
布
・
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

地
域
に
お
い
て
、
人
権
教
育
に
取
り
組
ま
れ
、
い

ち
早
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

再
確
認
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
、
法
律
の
全
文
を
今

号
に
添
付
い
た
し
ま
す
。
今
後
、
法
律
の
内
容
に

つ
い
て
、
認
識
を
深
め
る
た
め
、
学
習
の
機
会
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
同
宗
連
」
は
、
現
在
休
止
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
国
の
動
き
も
あ
り
、
宗
教
者
と
し
て

部
落
差
別
の
解
消
に
向
か
っ
て
、
も
う
一
度
活
動

を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
法

体
、
ご
自
愛
下
さ
い
。 第１０号
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
各
位
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
平
素
は

当
会
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

念
願
で
あ
り
ま
し
た
シ
ェ
ダ
ゴ
ン
・
パ
ゴ
ダ
（
眉
山
山
頂

の
パ
ゴ
ダ
の
モ
デ
ル)

を
参
拝
し
、
「
戦
没
者
の
慰
霊
と
世

界
平
和
」
を
祈
念
す
る
た
め
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
訪
問
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
各
単
位
仏
教
会

を
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
極
め
て
少
な

く
、
残
念
な
が
ら
取
り
や
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
参

加
希
望
な
さ
れ
た
諸
師
に
は
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

　

会
員
名
簿
の
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単
位
仏
教
会
よ

り
、
名
簿
の
提
出
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。
な
お
、
単
位

仏
教
会
の
構
成
変
動
が
若
干
あ
り
、
現
在
調
整
中
で
す
。
す

べ
て
の
名
簿
が
揃
い
、
原
案
が
出
来
次
第
、
校
正
を
お
願
い

を
し
、
年
度
内
に
は
、
お
手
元
に
お
届
け
で
き
ま
す
よ
う
に

進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
仏
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
が
会
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ご
あ
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さ
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各
宗
派
の
紹
介

法
華
宗
（
本
門
流
）

宗
祖
は
日
蓮
大
聖
人
。
宗
名
で
あ
る
法
華
宗
と

は
、
「
法
華
宗
沙
門
日
蓮
」
と
御
自
身
が
名
乗
ら
れ

た
事
に
由
来
し
ま
す
。
御
本
尊
は
宗
祖
の
定
め
ら
れ

た
十
界
勧
請
の
大
曼
荼
羅
。
経
典
は
妙
法
蓮
華
経
八

巻
。
教
え
は
、
本
門
八
品
上
行
所
伝
本
因
下
種
の
南

無
妙
法
蓮
華
経
を
聞
信
口
唱
し
、
自
他
の
謗
法
を
戒

め
、
共
に
佛
に
な
ら
さ
せ
て
頂
く
自
身
の
幸
を
喜

び
、
報
恩
感
謝
の
心
で
佛
国
土
実
現
を
期
し
ま
す
。

目
的
は
、
私
た
ち
本
門
八
品
上
行
所
伝
の
お
題
目
を

唱
え
る
同
信
の
人
び
と
の
喜
び
に
よ
っ
て
、
異
体
同

心
で
結
ば
れ
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
一
人
で
も
多
く

の
人
に
唱
え
て
頂
け
る
様
に
、
力
を
合
わ
せ
て
励
む

教
団
で
す
。

当
宗
門
は
四
大
本
山
制
で
、
総
本
山
は
無
く
、

各
本
山
の
貫
主
が
代
表
で
あ
る
管
長
を
毎
年
順
番
で

受
け
て
い
ま
す
。
現
・
管
長
は
、
百
三
十
六
代
桃
井

日
英
（
京
都
本
能
寺
貫
主
）
。
宗
務
総
長
は
二
瓶
海
照
。
宗
務
院
は
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

人
形
町
二
の
十
九
の
一

四
大
本
山

本
能
寺
（
京
都
市
中
京
区
）
は
、
法
華
宗
第
九
祖
日
隆
聖
人
開
山
の
寺
で
「
本
能
寺
の

変
」
で
有
名
で
す
が
、
修
学
旅
行
の
学
生
の
宿
泊
所
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
現

在
建
替
中
）
。

本
興
寺
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
は
、
管
領
細
川
満
元
寄
進
の
寺
で
、
本
能
寺
と
共
に
日
隆
聖

人
開
山
の
姉
妹
寺
で
す
。

光
長
寺
（
静
岡
県
沼
津
市
）
は
、
日
蓮
大
聖
人
直
弟
子
日
春
・
日
法
両
聖
人
の
開
基
で
あ

り
、
末
寺
に
東
京
下
谷
の
眞
源
寺
が
有
り
、
「
恐
れ
入
谷
の
鬼
子
母
神
」
と
い
う
言
葉
や
夏
の

風
物
詩
で
あ
る
朝
顔
市
で
有
名
で
す
。

鷲
山
寺
（
千
葉
県
茂
原
市
）
は
、
日
蓮
大
聖
人
直
弟
子
の
日
弁
聖
人
の
開
基
の
寺
で
あ

り
、
末
寺
の
長
国
寺
（
東
京
都
台
東
区
千
束
）
は
浅
草
酉
の
市
で
有
名
で
す
。

徳
島
県
内
の
法
華
宗
寺
院

藩
政
時
代
に
は
、
同
じ
徳
島
藩
で
あ
っ
た
淡
路
島
に
は
二
十
七
ケ
寺
の
法
華
宗
寺
院
が
有

り
、
中
で
も
一
宮
妙
京
寺
（
淡
路
市
）
は
、
法
華
宗
第
四
祖
大
覚
妙
実
聖
人
が
天
皇
よ
り
祈
雨

の
勅
が
有
り
、
効
験
顕
か
成
る
功
に
よ
り
日
蓮
大
聖
人
に
大
菩
薩
号
を
、
大
覚
妙
実
聖
人
に
大

僧
正
を
賜
っ
た
そ
の
頃
に
、
大
覚
大
僧
正
が
第
四
十
七
代
淳
仁
天
皇
御
建
立
の
寺
を
法
相
宗
か

ら
法
華
宗
に
改
宗
し
た
寺
で
す
。

徳
島
県
内
は
、
矢
上
（
板
野
郡
藍
住
町
）
の
正
法
寺
、
佐
古
（
徳
島
市
佐
古
一
番
町
）
の

妙
法
寺
、
寺
町
（
徳
島
市
）
の
妙
典
寺
、
川
島
（
吉
野
川
市
川
島
町
）
の
妙
啓
寺
、
脇
町
（
美

馬
市
）
の
本
覚
寺
の
五
ケ
寺
を
組
寺
と
し
て
、
毎
年
日
蓮
大
聖
人
並
び
に
日
隆
聖
人
御
報
恩
法

要
で
あ
る
輪
番
大
法
要
を
厳
修
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
矢
上
正
法
寺
は
、
初
代
阿
波
藩
主
で
あ
る
蜂
須
賀
至
鎮
公
の
室
で
あ
る
敬
台
院
法

尼
に
よ
り
、
正
崗
寺
（
禅
宗
）
を
改
宗
し
、
法
華
宗
と
し
た
寺
で
す
。
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物

館
で
蜂
須
賀
展
開
催
の
際
に
は
、
正
法
寺
蔵
の
法

尼
の
肖
像
画
や
家
紋
入
り
経
机
が
出
展
さ
れ
て
い

ま
す
。

幕
末
に
高
松
八
品
講
を
組
織
し
て
全
国
に
布
教

を
さ
れ
た
松
平
金
岳
公
子
「
本
行
院
殿
慈
門
金
岳

源
該
日
教
大
居
士
」
の
第
百
五
十
遠
忌
大
法
要
が

平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
に
高
松
市
内
の
披
雲

閣
（
高
松
城
跡
玉
藻
公
園
内
）
に
於
い
て
厳
修
さ

れ
た
際
、
四
国
教
区
寺
院
と
し
て
徳
島
県
組
寺
も

参
加
し
、
御
給
仕
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
２
０
２
１
年
に
迎
え
る
日
蓮
大

聖
人
御
生
誕
八
百
年
の
御
報
恩
法
要
に
向
い
「
お

題
目
総
下
種
」
に
精
進
し
ま
す
。
合
掌

　
　
　
　
　

（
美
馬
市　

本
覚
寺　

奥
村
顕
調
）

よ
し
し
げ

本能寺（ホームページ画）

法華宗（本門流）ＨＰ　http://www.hokkeshu.or.jp/

ほ
っ
け
し
ゅ
う

ほ
ん
も
ん
り
ゅ
う

に
ち
れ
ん
だ
い
し
ょ
う
に
ん

し
ゃ
も
ん

じ
っ
か
い
か
ん
じ
ょ
う

だ
い
ま
ん
だ
ら

み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
ょ
う

ほ
ん
も
ん
は
っ
ぽ
ん
じ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
ょ
で
ん
ほ
ん
い
ん
げ
し
ゅ

な

む
み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
ょ
う

ぼ
う
ほ
う

い
た
い
ど
う

し
ん

ほ
ん
の
う
じ

な
か
ぎ
ょ
う

に
ち
り
ゅ
う

ほ
ん
こ
う
じ

か
ん
れ
い
ほ
そ
か
わ
み
つ
も
と

こ
う
ち
ょ
う
じ

じ
き
で
し

に
っ
し
ゅ
ん

に
っ
ぽ
う

し
た
や

し
ん
げ
ん
じ

お
そ

い
り
や

き
し
も
じ
ん

じ
ゅ
せ
ん
じ

も
ば
ら

に
ち
べ
ん

ち
ょ
う
こ
く
じ

せ
ん
ぞ
く

み
ょ
う
き
ょ
う
じ

だ
い
か
く
み
ょ
う
じ
つ

こ
う
げ
ん

じ
ゅ
ん
に
ん

ほ
っ
そ
う
し
ゅ
う

や
か
み

し
ょ
う
ほ
う
じ

み
ょ
う
ほ
う
じ

て
ら
ま
ち

み
ょ
う
て
ん
じ

み
ょ
う
け
い
じ

ほ
ん
か
く
じ

お
ん
き

ひ
う
ん

か
く

お
き
ゅ
う
じ

き
ょ
う
だ
い
い
ん

ま
つ
だ
い
ら
き
ん
か
く
こ
う
し

お
く
む
ら
け
ん
ち
ょ
う
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県
仏
教
会
の
慶
弔
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
用
紙
は
県
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。h

t
t
p
:
/
/
t
o
k
u
k
e
n
b
u
t
s
u
.
c
o
m

慶
事　

一　

御
住
職
の
結
婚
（
住
職
に
限
る
）
二　

本
堂
の
新
築
及
び
改
築

弔
事　

一　

御
住
職
の
遷
化
（
住
職
に
限
る
）

事務局
だより

徳
島
県
か
ら
宗
教
法
人
関
係
事
務
に
つ
い
て
の

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
案
内
が
あ
り
ま
し

た
。
徳
島
県
Ｈ
Ｐ
→
【
事
業
者
の
方
】
→
【
く
ら

し
・
環
境
・
地
方
創
生
】
→
【
地
方
創
生
・
く
ら
し
・

地
域
づ
く
り
】
→
【
許
認
可
・
届
け
出
】　

平成２９年９月２５日、平和記念塔パ
ゴダにおいて秋季戦没者英霊過去帳慰
霊法要が厳修され、戦没者遺族の方、
約７０名が参列されました。徳島県仏
教会近藤龍彦副理事長による洒水・達
嚫の後、来賓として徳島県遺族会・英
霊にこたえる会より慰霊の言葉をいた
だき、その後近藤副理事長を導師とし
て８名の各宗僧侶による読経が行われ
ました。参列者は読経に合わせて順に
焼香を行い、戦没者の供養を祈りまし
た。

　また、参列者の方にアンケートを実施しましたので、その結果をお知らせい
たします。

質問１　この法要をどのような方法で知られましたか。

１　徳島県仏教会から直接封書で案内があった　　５１％（18）
２　徳島県遺族会役員からの案内があった　　　　１７％（6）
３　新聞広告を見て　　　　　　　　　　　　　　２８％（10）
４　その他（県仏教会ホームページ、直接問い合せ）６％（2）
５　回答無し　　　　　　　　　　　　　　　　　　９％（3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は回答数　重複回答あり

質問２　どちらから来られましたか。

1　徳島市　　　　　　３４％（12）　 6　阿南市　　　　　　　６％（2）
2　板野郡　　　　　　２３％（8）　　7　名西郡　　　　　　　３％（2）
3　阿波市・吉野川市　１１％（4）　　8　その他　　　　　　　９％（3）
4　鳴門市　　　　　　　９％（3）　　9　回答無し　　　　　　６％（2）
5　小松島市・勝浦郡　　９％（3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は回答数

　戦争の記憶が風化しつつあるといわれますが、県内各地のみならず、県外か
らも参列の方が来られている事実には驚きました。
　また、自由に記載していただいた部分には、この法要に対する想いと感謝を
書かれている方も見受けられ、喪服に身を包んでいる参列の方も少なくなく、
戦死された英霊の方への想いがまだ強く残っていると思われます。

秋季戦没英霊過去帳慰霊法要を厳修


